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二本鎖 DNA(dsDNA)とカルボキシメチルセルロース(CMC)は、単層カーボンナノ

チューブ(SWNT)を物理修飾し分散させることができる生体高分子である。DNAの

高い複合化安定性と、CMC の高い粘性や生体適合性の両性質を持つ SWNT 複合

材料の作製を考える際、dsDNAと CMCの混合が SWNTの光学特性に及ぼす影響

の詳細は明らかでない。本研究では、dsDNAに微量の CMCを混合させて SWNT

を分散し、PL強度を測定することで SWNTの PLにおける dsDNA/CMCの混合比

依存性を明らかにした。 

1 mg/mLの dsDNA, CMC溶液を混合比(1000μL : 0μL), (999μL : 1μL), (990μL : 

10μL), (900μL : 100μL)で混ぜた 4種類の dsDNA/CMC-SWNT分散液を作成した。

dsDNA/CMCの混合比はそれぞれ(10 : 0), (9.99 : 0.01), (9.90 : 0.10), (9.00 : 1.00)であ

る。PL強度の測定では、初めに SWNT分散液のみで初期 PL強度を測定し、過酸

化水素(酸化剤, 最終濃度 0.03%)に次いでカテキン水溶液(還元剤, 最終濃度 15μ

g/mL)を添加して、PL強度の変化を測定した。 

下図が示すのは、各 SWNT 分散液の PL 強度を比較したグラフである。初期 PL

強度は dsDNA/CMC混合比が(10 : 0), (9.99 : 0.01), (9.90 : 0.10), (9.00 : 1.00)の分散液

でそれぞれ 0.348, 0.370, 0.566, 

0.955 であり、CMC の割合が大

きくなるに従って PL 強度も強

まった。一方、カテキン水溶液を

加え還元させた後の PL 強度は

いずれの複合体でも 0.8 付近で

あり、dsDNA/CMC混合比に依ら

ずほぼ一定であることが明らか

になった。 

 

 

図 1. dsDNA/CMC-SWNT 分 散 液 の

dsDNA/CMC混合比と PL強度の関係 
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